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Ⅰ 問題と目的

2010年代に多数のソーシャルメディアが生ま

れて以降，インターネット上でのソーシャル・ネッ

トワーキング・サービス（SocialNetworking

Service），いわゆるSNSの利用が一般的となり，

オンライン上でのコミュニケーションへの依存度，

そしてその重要度は一気に増加してきたと言える

（正木，2019）。従来の我々のコミュニケーション

そのものが部分的にSNS上に移行する一方で，

新たな形態・内容のコミュニケーションも発生，

普及しつつあり，SNSは人々に様々なメリット

を与える一方，個人レベルあるいは社会レベルで，

マイナスの影響も見えるようになってきた（青木・

妹尾，2024）。そもそも，SNSを含めた「インター

ネット」の使用に関しては，Griffiths（2005）が，

耐性（tolerance），重要視（salience），気分の変化

（moodmodification），引きこもり（withdrawal），

葛藤（conflict），再発（relapse）といった「薬

物依存」に近い次元（dimension）が含まれてい

ると指摘するように，依存の観点からの研究も多

く見られる（たとえば，Kur�uncuetal.，2023；

宮城ら，2020；田ノ上・田邊，2020）。

SNSに対しては，様々な使用の目的や使用の

態度が存在し，これらを適切に測定することが，

現代のコミュニケーションの形態として定着した

感のあるSNSと人間との関係を明らかにするた

めには必要であると考えられる。川上（2023a，

2023b）は，SNSをX（旧Twitter），Instagram，

LINE等と定義したうえで，SNSの使用に対す

る態度について独立に測定することを意図した尺

度を構成することを目ざした。このため，藤・吉

田（2009）のインターネット上での行動内容，藤

井ら（2013）のNTBS（Twitterの不適切な投稿）

尺度，濱口・金子（2021）のサイバーアグレッショ
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要約

川上（2023a，2023b）は，高校生，大学生を対象に，SNS使用態度について測定が可能となる包括的な

尺度を作成することを目的とし，複数のSNS使用に関連する尺度項目を参照，修正，統合したうえで，

高校生，大学生，大学院生の男女，計190名を対象に質問紙調査を実施した。因子分析の結果，「ネガティ

ブ表出」，「依存的使用」，「対比ネガティブ」，「賞賛希求」，「拒否不安」，「暴露不安」，「ハードルの低さ」，

「継続義務感」，「炎上容認」，「情報共有」の10因子が抽出され，さらに，これらに対応する下位尺度を構

成する全53項目からなるSNS使用態度尺度が提案された。しかしながら，「ハードルの低さ」，「情報共

有」の2つの下位尺度に関しては，SNSの使用に際しての比較的一般的な態度であることから，これら

2つを除外した尺度を改めて構成することをめざした。このため，川上（2023a，2023b）のデータにさら

にデータを加え，高校生，大学生，大学院生の男女，計313名を対象に質問紙調査が実施された。その結

果，改めて41項目から構成され「ネガティブ表出」，「依存的使用」，「対比ネガティブ」，「賞賛希求」，

「拒否不安」，「暴露不安」，「継続義務感」，「炎上容認」の8つの下位尺度からなるSNS使用態度改訂版

が作成された。
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ン尺度（cyberaggressionscale:CAS），菱山

（2009）および橋本・山田（2020）のインターネッ

ト依存傾向尺度，黄ら（2017）のソーシャルメディ

アの利用動機尺度，石川（2019）の現実のコミュ

ニケーション行動尺度，柏原（2011）のTwitter

利用動機尺度，川浦ら（2005）のmixiにおける

経験と行動，北上ら（2015）のテクノ依存傾向，

黒川ら（2020）の高校生用スマートフォン利用

によるインターネット依存傾向測定尺度，前田

（2021）および森・名取（2018）の能動的 SNS

疲れ尺度，増井ら（2019）の日本語版ネット荒ら

し尺度，松島ら（2017）の大学生版スマートフォ

ン依存傾向尺度，松浦ら（2020）のSNS効用認

知尺度，宮戸・小玉（2017）のインターネット依

存傾向尺度，森ら（2014）の受動的SNSストレ

スイベント尺度，諸井・木ノ下（2021）のSNSに

おける居場所感覚尺度，二宮（2017）のTwitter

上の自己呈示尺度，西村（2017）のプライバシー

懸念・LINEの効用認知尺度，西村・遠藤（2009）

の尺度を改変した澤井・福岡（2018）のインター

ネット利用動機などの尺度項目，能仁ら（2022）

の SNS利用行動尺度，小倉・藤本（2019）の

LINE利用に関する不合理な信念尺度，大野

（2019）のSNS利用動機尺度，岡本（2017）の

SNSストレス尺度，岡安（2016）のインターネッ

ト利用行動（尺度），申・潮村（2019）の SNS

依存および SNSの使用認知尺度，髙橋・伊藤

（2016）のSNS利用時の行動尺度，戸田ら（2015）

の新しいスマートフォン依存尺度，鶴田ら（2014）

の高校生向けインターネット依存傾向測定尺度，

都筑ら（2019）のSNSの投稿についての態度，

といった複数のSNSに関わる態度，行動に関す

る尺度を組み合わせ，さらにそれらの項目を，単

独の項目として「SNS」に対する質問項目であ

ることが理解可能であること，ダブルバーレル質

問でないこと，などに配慮し，表現あるいは表記

の修正統一を行った。そのうえで，類似した項目

や，不適当と判断される項目を吟味，削除し，最

終的に72項目を作成した。

川上（2023a，2023b）では，因子分析の結果，

「ネガティブ表出」（11項目），「依存的使用」

（6項目），「対比ネガティブ」（5項目），「賞賛希

求」（5項目），「拒否不安」（6項目），「暴露不安」

（7項目），「ハードルの低さ」（2項目），「継続義

務感」（3項目），「炎上容認」（5項目），「情報共

有」（3項目）の10因子53項目からなるSNS使

用態度尺度が構成された。「ネガティブ表出」は，

「愚痴を言うためにSNSを利用する」，「SNS上

では，他人の悪口を言いやすい」など，SNS上

でネガティブな感情や経験を表出する態度である。

「依存的使用」は，「時間を忘れてSNSの投稿を

見続ける」，「SNS接続を終了してから数分後に，

必要もないのに再び接続する」など，SNSを頻

繁に見る，長時間閲覧するなど，SNSに対して

依存的な態度である。「対比ネガティブ」は，

「SNSで他人の日常に関する投稿を見て嫉妬する」，

「SNSを見ていると，他人が自分よりも幸せそう

だと感じる」など，SNS上の他者の投稿を閲覧

することで，自分や自分の生活に関して他者との

比較を行い，それによって，自身に対してネガティ

ブな感情をもつ態度である。「賞賛希求」は，「い

いねなどの評価やコメントをもらうためにSNS

を利用する」，「現実の生活が充実していることを

自慢するために，SNSを利用する」など，SNS

上での投稿により，自分自身が評価されること，

賞賛されることを求める態度である。「拒否不安」

は，「SNSでは，自分の投稿に既読がついたかを

何度も確認する」，「SNSでの自分の投稿が未読

のままだと，相手に嫌われていると思う」など，

SNS上での自身の投稿に対して，ネガティブな

フィードバックや批判が与えられることを心配す

る態度である。「暴露不安」は，「SNSによって，

自分の行動が他人に常に見張られている気がする」，

「SNSへの投稿は，誰にチェックされているのか

分からないので不安になる」など，SNS上で自

分の情報が暴露されていることに関してネガティ

ブな感情をもったり不安を感じたりする態度であ

る。「ハードルの低さ」は，「大したことのない

用事でも，SNSだと気軽にやり取りができる」，

「SNSでは，面と向かって話しにくい相手ともや
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り取りしやすい」の2項目からなり，SNS上で

のやり取りを，対面と比較して敷居の低いもので

あると感じる態度である。「継続義務感」は，

「SNSでは，相手から返信が来なくなるまでやり

取りを続けないといけない」，「SNSでみんなが

やり取りしているなか，自分だけ抜けるのはよく

ない」など，SNS上でのやり取りを継続してい

くことを，義務と感じる態度である。「炎上容認」

は，「SNSで誹謗や中傷の投稿が目に入ると気が

滅入る（逆転）」，「おもしろいので，物議をかも

すようなネタをSNS上で共有したり，送ったり

する」など，SNS上での誹謗中傷などの投稿を，

ネガティブなものと捉えず容認する態度である。

「情報共有」は，「家族・友人・知人とコミュニケー

ションをとるためにSNSを利用する」，「事務的

な連絡のためにSNSを利用する」など，娯楽と

して，というよりも，日常的な連絡手段として

SNSを使用する態度である。

川上（2023a，2023b）では以上の尺度構成に

ついて論じられたが，川上（2023a，2023b）で

分析されたデータは，190名のデータであり，因

子分析の結果抽出された項目数が53項目である

ことを考えると必ずしも十分な数とは言えない。

さらに，ここで構成された10個の下位尺度のう

ち，「ハードルの低さ」および「情報共有」は，

個人の特徴を表す尺度というよりは，一般的な

SNSそのものの特徴を表現した尺度であるとも

考えられる。実際，川上（2023a，2023b）のデー

タにおいては，ハードルの低さ尺度の平均得点は

3.38，情報共有尺度の平均得点は3.81と，かな

り高くなっている1）。そこで，本研究では，川上

（2023a，2023b）のSNS使用態度尺度を，より

多くの調査対象者データを用いて改訂し，これに

当たっては，「ハードルの低さ」および「情報共

有」の2つの下位尺度を除外した，8下位尺度か

らなる尺度として構成することを目指す。

Ⅱ 方法

1.調査時期

調査は2022年8月から2023年11月にかけて

実施された。

2.調査対象者

本調査は，川上（2023a，2023b）において報

告された190名のデータ（近畿圏・中部圏の大学，

女子大学に所属する大学生136名（男性28名，

女性108名），近畿圏の大学院に所属する大学院

生8名（男性4名，女性4名），近畿圏の女子高

校に所属する高校生49名）に新たなデータを加

え，近畿圏・中部圏の大学，女子大学に所属する

大学生192名（男性58名，女性132名，不明2

名：平均年齢19.9歳，SD＝3.09），近畿圏の大学

院に所属する大学院生10名（男性6名，女性4

名：平均年齢23.6歳，SD＝2.46），近畿圏の高校

に所属する高校生111名（女性106名，不明5名：

平均年齢17.2歳，SD＝0.62）の，計313名が調

査に参加した。全調査対象者の平均年齢は19.1

歳（SD＝2.93）であった。なお，ここに含まれ

る大学生の一部のデータは川上・井上（2024）に

おいても，分析に用いられたデータである。

3.質問紙の構成

川上（2023a，2023b）において報告されたSNS

使用態度尺度53項目が使用された。なお，実施

に際しては，それ以外のSNS使用態度に関する

項目（川上，2023a，2023b）も含まれていたが，

本研究ではこれらは分析の対象とせず，さらに川

上（2023a，2023b）において「ハードルの低さ」

に因子負荷量の高かった2項目（「大したことの

ない用事でも，SNSだと気軽にやり取りができ

る」，「SNSでは，面と向かって話しにくい相手

ともやり取りしやすい」），「情報共有」に因子負

荷量の高かった3項目（「家族・友人・知人とコ

ミュニケーションをとるためにSNSを利用する」，

「家族・友人・知人との関係を維持するために

SNSを利用する」，「事務的な連絡のためにSNS

を利用する」）についても，以降の分析の対象か

らは除外された。

4.手続き

大学教員が担当する，高校生向けの心理学系講

義の講義時間中あるいは大学や大学院における心

理学系講義の講義時間中に質問紙が配付され，調
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査対象者は集団で質問紙調査に参加した。質問紙

には，「これは，あなたのSNS（X（旧Twitter），

Instagram，LINE等）の利用状況や考え方につ

いて尋ねるものです。次の質問に対して，「全く

あてはまらない（1）」から，「よくあてはまる（5）」

のうち，最も自分にあてはまるものを1つだけ選

んで○をつけてください。」との教示がなされ，

5件法の選択肢のいずれかに○をつけることが調

査対象者に求められた。調査対象者には個人のペー

スでこれらへの回答を進めることが求められた。

5.倫理的配慮

調査の実施に際しては，その結果が統計的に処

理され，個人の結果が問題とされないこと，結果

は研究の目的以外に使用されないこと，参加は自

由意志によるものであり，いつでも質問への回答

を辞められることをフェイスシートに記載し，周

知した。これらの記載事項に同意する場合にのみ，

調査に参加することが求められた。

Ⅲ 結 果

1.SNS使用態度尺度（改訂版）の因子分析

川上（2023a，2023b）において報告された，

10因子53項目のうち，ハードルの低さ（2項目），

情報共有（3項目）を除外した48項目を対象に，

あらためて最尤法，Promax回転による因子分析

を行った。因子数を8因子に固定し，どの因子に

も因子負荷量が｜.35｜未満であることや，複数

の因子に対して因子負荷量が｜.35｜以上である

ことを考慮して，項目の削除を行った上で因子分

析を繰り返し，最終的に41項目からなる8因子

解を採択した。この因子分析表を表1に示す。

第一因子は，「SNSで他人の日常に関する投稿

を見て嫉妬する」や「SNSで他人の投稿を見る

と劣等感を感じる」など，川上（2023a，2023b）

における「対比ネガティブ」を構成する5項目の

うちの4項目に負荷量が高く，SNS上の他者と

の比較によりネガティブになる態度として「対比

ネガティブ」と命名された。

第二因子は，「腹が立った出来事があると，そ

のことへの怒りや不満を SNSに投稿する」や

「SNSでは，体調が悪いことをアピールする」な

ど，川上（2023a，2023b）における「ネガティ

ブ表出」を構成する11項目のうちの9項目に負

荷量が高く，ネガティブな内容・感情をSNSで

表出する態度として「ネガティブ表出」と命名さ

れた。

第三因子は，「他人から注目されるためにSNS

を利用する」や「現実の生活が充実していること

を自慢するために，SNSを利用する」など，川

上（2023a，2023b）における「賞賛希求」を構

成する5項目のうちの4項目と，「自分を目立た

せようと，誇張した内容をSNSに投稿する」の

項目に負荷量が高く，SNS上での賞賛されるこ

とを求める態度として「賞賛希求」と命名された。

第四因子は，「SNSでは，自分の投稿に既読が

ついたかを何度も確認する」や「SNSでの自分

の投稿が未読のままだと，相手に嫌われていると

思う」など，川上（2023a，2023b）における

「拒否不安」を構成する6項目のうちの4項目に

負荷量が高く，SNS上での批判等を心配する態

度として「拒否不安」と命名された。

第五因子は，「他にしなければならないことが

あっても，つい SNSを見てしまう」や「時間

を忘れて SNSの投稿を見続ける」など，川上

（2023a，2023b）における「依存的使用」と同一

の項目に負荷量が高く，「依存的使用」と命名さ

れた。

第六因子は，「SNSで常に人とつながっている

気がして疲れる」や「SNSに書き込むと，自分

の行動を人に把握される気がして気持ちが悪い」

など，川上（2023a，2023b）における「暴露不

安」と同一の項目に負荷量が高く，「暴露不安」

と命名された。

第七因子は，「自分からSNSでのやり取りを

終えるのは相手に失礼だ」，「SNSでは，相手か

ら返信が来なくなるまでやり取りを続けないとい

けない」の川上（2023a，2023b）における「継

続義務感」を構成する3項目のうちの2項目に負

荷量が高く，「継続義務感」と命名された。

第八因子は，「SNSで誹謗や中傷の投稿が目に
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表1 SNS使用態度尺度の因子分析結果（最尤法，Promax回転）



入ると気が滅入る」や「SNSで他人のネガティ

ブな投稿を見ると気が滅入る」など，川上（2023a，

2023b）における「炎上容認」を構成する5項目

のうちの3項目に負荷量が高かった。これらの項

目に対する因子負荷量はいずれも正の値であり，

SNS上でのトラブルを否認する態度を表すと考

えられるが，川上（2023a，2023b）に倣い因子

の命名としては「炎上容認」とされた。このため，

後述の尺度得点の算出にあたっては，すべてを逆

転項目として扱ったうえで，尺度得点の算出を行

ない，炎上を容認する態度であるほど，得点が高

くなるようにした。

以上の因子分析結果を，川上（2023a，2023b）

と比較する。「依存的使用」，「暴露不安」の2因

子については，項目の出入りはなかった。「炎上

容認」については，「おもしろいので，物議をか

もすようなネタをSNS上で共有したり，送った

りする」，「SNSでの私の投稿やコメントが攻撃

的だと思う人もいるが，私はおもしろいと思う」

の2項目が削除された。「対比ネガティブ」につ

いては，「反応が悪かったSNSの投稿について

は，投稿したことをずっと後悔する」の項目が削

除された。「ネガティブ表出」については，「現実

から逃避するためにSNSを利用する」，「自分を

目立たせようと，誇張した内容をSNSに投稿す

る」の2項目が削除され，後者は，「賞賛希求」

因子に負荷量が高く，こちらに組み入れられた。

さらに「賞賛希求」からは，「日常の出来事を，

ついSNSで発信したくなる」が削除されている。

「拒否不安」については，「SNSでの投稿に，す

ぐ返信しなければ相手に嫌われるのではないかと

不安になる」，「SNSでは，相手の投稿やコメン

トが本当の気持ちなのかがわからず不安になる」

の2項目が削除された。そして，この「SNSで

の投稿に，すぐ返信しなければ相手に嫌われるの

ではないかと不安になる」については，「継続義

務感」に組み入れられ，「継続義務感」からは，

「SNSでみんながやり取りしているなか，自分だ

け抜けるのはよくない」が削除された。以上が，

川上（2023a，2023b）における結果と異なる部

分である。

第一因子（対比ネガティブ）に対して因子負荷

量が.35以上の4項目の平均得点を調査対象者ご

とに算出し，これを対比ネガティブ得点とした。

同様の手続きで，ネガティブ表出得点，賞賛希求

得点，拒否不安得点，依存的使用得点，暴露不安

得点，継続義務感得点，炎上容認得点を調査対象

者ごとに算出した。これに際して，因子負荷量が，

負の値となっている項目，および炎上容認得点を

算出するための項目については，逆転項目として

扱ったうえで，尺度得点の算出を行なった。それ

ぞれの下位尺度得点の平均値および標準偏差は，

表1に示した。

また，これらの下位尺度の信頼性について検討

するため，α係数を算出した（表1）。その結果，

炎上容認については，α＝.598と，やや低い値

であるものの，それ以外の尺度については，いず

れも.700以上のα係数を示した。

2.下位尺度得点の性差あるいは校種による差異

それぞれの下位尺度得点に関して，性差が認め

られるか否かをt検定により吟味した。この結果を

表2に示した。その結果，依存的使用得点および

炎上容認得点に有意な性差が認められ（それぞれ

t（292）＝4.044,p＜.01，t（302）＝2.326,p＜.05），

依存的使用については男性よりも女性で，炎上容

認については女性よりも男性で得点が高かった。

その他の下位尺度得点には，有意な性差は認めら

れなかった。

しかし，川上（2023b）同様，今回のデータに

ついては，高校生，大学生，大学院生と，幅広い

年齢層に渡るものであり，さらに，高校生につい

ては，女性のみのデータしか取得できていないた

め，性差については，校種による差と交絡してい

る可能性もある。そこで，男性，女性の両方で一

定の人数が確保されている大学生のデータのみを

用いて，改めて性差の検討を行った。この結果も

表2に示した。その結果，依存的使用得点につい

ても（t（182）＝2.523,p＜.05）炎上容認得点につ

いても（t（182）＝2.451,p＜.05），全データを対

象とした分析と同様の性差が認められた。
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表3 SNS使用態度尺度得点における校種差

表2 SNS使用態度尺度の下位尺度得点における性差



次に，校種に関して，高校生と大学生 2）とで

下位尺度得点に差異が認められるか否かをt検定

により吟味した。この結果を表3に示した。分析

の結果，依存的使用得点においてのみ，高校生が

大学生よりも高いことが示された（t（287）＝3.747,

p＜.01）。

それ以外の下位尺度得点においては，高校生と

大学生とで差異は認められなかった。この結果は，

川上（2023b）とは整合的ではなかった。すなわ

ち，川上（2023b）においては，継続義務感得点

と炎上容認得点において，校種差が認められてい

たが，本研究ではそうした校種差は認められず，

川上（2023b）においては認められなかった依存

的使用得点に校種差が認められた。継続義務感，

炎上容認得点における不整合に関しては，尺度得

点を構成する項目の出入りがあったため，特定の

項目の影響が排除されたことによるものであると

も解釈可能である。一方で，依存的使用得点につ

いては，下位尺度得点算出に用いられている項目

は，本研究と川上（2023b）とで同一であるため，

項目の影響には帰属できない。しかしながら，川

上（2023b）においても，依存的使用得点の校種

差に関しては，大学でM＝3.33，高校でM＝3.59

と，本研究で認められた校種差と同様の方向を向

いており，データ数が増えたことで，こうした校

種差が明確に現れた結果であると解釈できる。

また，今回のデータにおいても，高校生につい

ては，女性のみのデータしか取得できていないた

め，高校生と大学生との比較に性差が交絡してい

る可能性がある。そこで，女性のみのデータを利

用して，高校生と大学生との下位尺度得点の差異

について改めて検討を行った。その結果も表3に

示した。その結果，全データを対象とした分析と

同様に，依存的使用得点（t（225）＝2.435,p＜.05）

においてのみ，高校生が大学生よりも高いことが

示され，それ以外の下位尺度得点においては，高

校生と大学生とで差異は認められなかった。以上

をまとめると，依存的使用得点については，男性

より女性の方が，大学生よりも高校生で高く，炎

上容認得点については女性よりも男性で高いこと

が示唆された。

3.下位尺度得点間相関の分析

8個の下位尺度得点間の相関係数を算出した結

果を表4に示した。また，男女別に相関係数を算

出した結果を表5に示した。

全体を対象とした分析では，対比ネガティブ，

依存的使用については，他のすべての下位尺度と

有意な相関が認められた。また，対比ネガティブ

と拒否不安，賞賛希求と拒否不安およびネガティ

ブ表出については，.50を超える相関係数が得ら

れ，関連の強さが示された。炎上容認については，

暴露不安を除いて，他の下位尺度とそれほど強い

相関関係は認められないが，炎上容認と暴露不安

の間に負の相関関係が認められることは注目され

る。性差に注目すると，炎上容認と対比ネガティ

ブとの負の相関が，男性でより大きな値となって
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表4 SNS使用態度尺度の下位尺度間相関



いることが注目に値する。

Ⅳ 考 察

本研究では，川上（2023a，2023b）において，

高校生，大学生，大学院生を調査対象者として実

施された調査の結果構成されたSNS使用態度尺

度の改定を目的に分析が行われた。8因子の下位

尺度得点の性差に関しては，依存的使用得点が，

男性より女性で，また大学生より高校生で高く，

炎上容認得点については，女性より男性で高い可

能性が示唆された。依存的使用に関しては，高校

生（高専生）824人を対象にインターネット利用

状況を調査した西村・遠藤（2009）の結果とも整

合的であった。炎上容認得点についての性差に関

しては，「迷惑動画」としてメディアで話題にな

る動画に，男性のものが多いことと整合的である

と考えられる。しかしながら，本研究では男性の

データは女性のデータに比較して少なく，今後，

さらにデータを収集して性差について検討してい

く必要があると思われる。

さらには，拒否不安が賞賛希求，暴露不安，そ

して依存的使用とも関連していることも示された。

拒否不安と賞賛希求の関連は，川上（2023b）で

も指摘したように，小島ら（2003）の賞賛獲得欲

求と拒否回避欲求との関連に準えることができる。

一方で，自分の日常がインターネット上に暴露さ

れていることに対する不安も同時に高まっており，

拒否されないために，といった意識が依存的な使

用に繋がる可能性も示唆される。

本研究で改訂された SNS使用態度尺度は，

「対比ネガティブ」，「ネガティブ表出」，「賞賛希

求」，「拒否不安」，「依存的使用」，「暴露不安」，

「継続義務感」，「炎上容認」の8下位尺度からな

る尺度である。今後，さらに多くのデータ，特に

男性のデータを収集すると同時にさらに項目を吟

味し，信頼性を高めつつ，性差等についての見識

を深めていくことを目指したい。

注

1）川上（2023a，2023b）においては，依存的

使用尺度の平均得点も3.39と，ハードルの低

さ得点と同程度に高い値となっている。しかし

ながら，川上（2023b）においては，依存的使

用尺度得点に男女差が認められていること（ハー

ドルの低さ尺度，情報共有尺度得点においては

認められていない），川上・井上（2024）にお

いて，Young（1998；川上・井上，2023）の

IAT（InternetAddictionTest）尺度得点と

もっとも高い相関（r＝.605）を示しているこ

となどから，依存的使用尺度については，今回

の検討（排除）の対象とはしない。

2）大学院生については，全体数が少ないため，

ここでは検討の対象としなかった。
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